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本論文は，映像伝送システムに用途を限定して回路規模の削減を図った乗算器， FIR 型ディジタルフィルタ，およ

び映像データ特有の走査線間処理を行うための記憶素子であるラインメモリの VLSI 化設計に関する研究をまとめた

もので，以下の 6 章から構成される。

第 1 章では，映像伝送システムにおける映像データの特徴を述べ，本研究の背景と目的を明らかにするとともに，

研究内容と成果について概説している。

第 2 章では，ディジタルフィルタの基本構成要素である並列乗算器の回路構成を，ブースのアルゴリズムを用いる

ことを前提に考察している o 並列乗算器を構成する回路ブロックの内，ブースデコーダ部の回路規模を増大させても

部分積生成部の回路規模削減が可能であれば，全体として回路規模削減の効果があることを示している。

第 3 章では，従来から用いられている部分積の総和を求める形の乗算手法を用いず，新たな乗算手法として，変数

入力と乗算出力における各ビットの値を決定する関係式を，定数入力値をパラメータとして導出する手法を考察し，

本回路構成の問題点と優れた速度性能について明らかにしている。

第 4 章では，第 3 章で提案した乗算器構成の利点，欠点を踏まえ，プログラム可能な定係数ディジタルフィルタへ

の本乗算器の適用を検討し大規模集積システム設計教育センターにおいて行った平成 8 年度チップ試作テストラン

で得られた VLSI 実装結果について述べている。

第 5 章では，ディジタルフィルタの基本構成要素の一つである遅延素子の高性能化についての検討結果を示してい

る o 特に，映像処理システムにおいて垂直方向( 2 次元画面の縦方向)のフィルタ処理に必須となる， 1 水平走査線

期間の映像データの蓄積を行うラインメモリの高性能化に関する検討結果について述べている。

第 6 章では，本研究で得られた成果を要約し，今後に残された課題について述べている。

論文審査の結果の要旨

本論文は，映像伝送用定係数ディジタルフィルタの VLSI 化設計に関して行った研究をまとめたものであり，以下

の成果を得ている O
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(1) 従来から並列乗算器のアーキテクチャとして広く用いられている Booth のアルゴリズムを基本とし，定係数乗

算器向け回路構成を検討している。この結果， Booth デコーダ部の回路規模を増大させても，部分積回路部の回路

規模削減を図ることが，多くの乗算器を集積する場合有効であることを示している。また， Booth の手法を用いた

場合，回路規模増加の原因となる 2 の補数演算回路を定係数演算部に組み込むことでも，回路規模削減の効果があ

ることを示している。

(2) 部分積の総和を求める形式の，従来からの乗算手法を用いず，変数入力と乗算出力における各ビットの値を，定

数人力値をパラメータとして直接決定するという， 1 -Ou t -of -N Code を用いた，新しい乗算原理を考案し，

本手法が高速性に優れることを示しているo

(3) 新たな乗算原理の導入は，高速'性に優れた乗算器の実現を可能にするものの，回路規模の増大という問題点があ

ることを明らかにし， この問題を解決するために，本乗算手法を用い部分積を求める乗算器の構成について検討し

FIR 型ディジタルフィルタの構成を考察している o その結果，所望の動作速度を達成しつつ回路規模の削減が図れ

ることを明らかにし， VLSI 化実装を行っている o

(4) ディジタルフィルタの他の構成要素として，遅延回路の低消費電力化に対する解析を行い， TG CTransm﨎s卲n 

Gate) のトランジスタサイズを小さくすることで，速度劣化なく低消費電力化が可能であることを示している o

以上のように，本論文は映像伝送用定係数ディジタルフィルタの VLSI 化設計に対して多くの有用な成果をあげて

おり， システムの高性能化，高機能化に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと

認める o
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